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第６回「まいづる連携」連絡会を平成 26年 11月 17日（月）18：00～19：00井原市民病院、 

理学療法室で開催しました。 

今回のテーマは「介護予防・日常生活総合事業ガイドライン案」について 井原市地域包括支援 

センター 佐藤主任理学療法士より説明を頂き、「こんなサービスの提供が必要だろう、こんな 

サービスが提供できそう！」というテーマで情報交換を行いました。 

今回時間配分がうまくできず思うような意見交換ができなかったことをお詫びします。 

次回は「みんなで PRしよう！私たちの事業所・施設」ということで企画をします。 

まいづる連携は参加者主体で運営していくネットワークです。PR 発表申し込みがまだの事業所・

施設の方ぜひ申し込みしてください。申し込みを待っています。（次回は来年２月に予定） 

 

 

 

 

『井原市にこんなサービスがあったらいいな』 

① リハビリについて 

・保険外でどんな支援があるか教えてほしい。 

   ・リハビリに対する意識改革ができるような取り組みが必要。（生活の中で行うリハビリ） 

② 配食サービスについて 

   ・芳井地区はしているがエリア限定なので井原市全体でもしてほしい。 

   ・治療食を必要としている人は割高になり使いづらいので補助金がほしい。 

   ・土日祝日に配達がないのが困る。 

・栄養面に配慮した食事の提供をしてほしい。 

③ 予防について 

・保険を使わない人に対して、何かメリット（保険料を下げる等）があれば、予防もがんばれ

るのではないか。 

・当事者が自主的にグループを立ち上げて予防教室ができればいいと思う。 

④ 送迎について 

・介護タクシーは予防給付では使えないので、福祉タクシーがあればよいと思う。 

・サロンは送迎がなく家族に負担をかけてしまうので、送迎のサービスがあればよい。 

⑤ その他 

   ・コーディネートをしてくれるボランティアが必要。 

・要支援者の買い物支援が必要。 

   ・年中行事（衣替え）などでも利用できる時間を増やしてほしい。 
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・介護者の急な対応に介護サービスが使えたらいいのではないか。 

・代筆をしてくれるサービスがあればよい。 

   ・老夫婦が一緒に利用できるサービスがあればよい。 

   ・入所についても夫婦で同一施設に入所したら料金が倍になるのではなく、割引感のあるよう

なものはできないか。 

   ・本人が選べるサービス（選択肢が多いサービス）がよい。 

・軽度生活援助サービスでは 1日 1時間となっているが、もっと柔軟に対応可能としてほしい。 

   ・地域の見守り隊など自治会レベルでボランティアがいるとよい。 

・現行の通所介護相当のサービスと多様なサービスの利用区分けの基準がわからない。 

・支援事業で利用できるサービスにいろいろなパターンがあるとよい。また、時間も柔軟に 

対応できるものがよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局の連絡事項について 

① 前回第５回「井原市民病院 外来受診について」の議案となった項目について回答を行った。 

② 施設入所されている患者様の連絡先について  

住民票のままの住所となっている事例があり、連絡がつかないため必ず受付で入所されているこ

とを伝えてほしいことを依頼した。 

③ 次回の「みんなで PRしよう！私たちの事業所・施設」の実施要綱を説明した。 


